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月の満ち欠けが心臓手術転帰に関連
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　心臓手術時の月の周期によって予後が左右される可能性が新たな研究で示唆された。急性大動脈解離修復術と呼ばれる手術について調べたところ、満月期にこの手術を受けた患者は、他の時期に同じ手術を受けた患者に比べ、死亡率が低く、入院期間も短かったという。（注：本研究では、29日の月の周期は、新月［1～7日］、半月から満ちていく時期［8～14日］、満月［15～21日］、半月から欠けていく時期［22～29日］の４つに分けられている。）  　大動脈解離は、大動脈に裂け目が生じる重篤な疾患。米ロードアイランド病院/ミリアム病院/ニューポート病院心血管研究所のFrank Sellke氏率いる研究グループは、季節や月の満ち欠けが大動脈解離修復術後の生存率、入院期間に及ぼす影響について検討した。「心血管疾患への季節の影響に関する研究はこれまで実施されているが、月の周期の影響に関するデータはなかった」と同氏は述べている。  　「Interactive Cardiovascular and Thoracic Surgery」オンライン版に7月9日掲載された今回の研究では、大動脈解離修復術後の死亡率は満月期に低く、入院期間も短かった。満月期に手術を受けた患者の入院期間は10日だったのに対し、その他の時期に手術を受けた患者は14日だった。  　なお、今回の研究では月相と心臓手術の転帰との関連が指摘されているが、因果関係は明らかにされていない。また、当然ながら大動脈解離は不規則に発生するものであり、月相に合わせて手術を計画することは困難である。しかし、季節や月の周期など、環境の影響を理解することは、最終的には医療の改善につながると、Sellke氏は述べている。  　米ニューヨーク大学ランゴンメディカルセンター（ニューヨーク）准教授のAbe DeAnda氏は、「時間生物学（chronobiology）」の分野では以前から季節や時間帯による疾患への影響が示されていると指摘する一方、今回の知見の実用的な応用性はほとんどないという点でSellke氏に同意している。また、米ノースショア- LIJプレインビュー病院（ニューヨーク州）のDavid Friedman氏は、「今回の研究では満月時に大動脈解離修復術を受けた患者の死亡率の減少と入院期間の短縮が示されたが、意味のある一般論を導くために有用なデータが揃っているとは考えられない」との見解を述べている。
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